
和
名
抄
地
名
新
考
（
六
）

工

藤

力

男

は
じ
め
に

前
稿2007a

に
続
い
て
、
和
名
抄
の
記
載
順
に
、
畿
内
で
残
る
和

泉
・
摂
津
両
国
を
対
象
と
す
る
。

日
本
語
史
学
の
観
点
か
ら
み
た
と
き
、
考
察
の
食
指
が
大
い
に
動

く
地
名
の
多
い
国
と
し
か
ら
ざ
る
国
と
が
あ
る
。
前
稿
で
は
そ
う
断

わ
っ
て
、
改
め
て
一
項
を
た
て
る
に
及
ば
ず
と
判
断
し
た
若
干
の
郡

郷
名
を
ま
と
め
て
処
理
し
た
。
そ
の
よ
う
な
郷
名
は
本
稿
の
対
象
の

両
国
に
も
い
く
つ
か
あ
る
。
そ
れ
ら
は
和
名
抄
の
書
写
、
換
言
す
る

と
資
料
性
に
関
わ
る
の
だ
が
、
必
ず
し
も
一
つ
に
ま
と
め
ら
れ
な
い
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
各
項
に
お
い
て
言
及
す
る
。

こ
れ
も
既
に
言
及
し
た
こ
と
だ
が
、
歴
史
地
名
の
扱
い
方
へ
の
疑

問
も
あ
る
。
歴
史
の
学
と
言
語
の
学
と
で
は
、
目
的
と
方
法
が
異
な

る
。
だ
が
、
工
藤2007b

に
も
書
い
た
よ
う
に
、
地
名
も
、
あ
る
時

代
の
あ
る
地
域
の
日
本
語
と
し
て
解
釈
し
う
る
こ
と
が
ま
ず
必
要
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
を
現
代
人
に
呈
示
す
る
と
き
、
ど
の
時

点
で
の
称
で
あ
る
か
を
明
示
す
べ
き
で
あ
る
が
、
近
年
の
辞
書
に
は

そ
れ
が
明
確
で
な
い
も
の
が
あ
る
。
本
稿
で
は
愚
直
を
承
知
で
そ
れ

ら
を
指
摘
す
る
。

和
名
抄
の
四
本
は
引
用
符
な
し
の
略
称
で
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
頭

字
で
括
弧
書
き
す
る
こ
と
が
あ
る
。

高
山
寺
本

臨
川
書
店
『
諸
本
集
成
倭
名
類
聚
抄

本
文
篇
』

大
東
急
本

雄
松
堂
『
原
本
影
印
倭
名
類
聚
抄
』
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げ
ん
な
ぼ
ん

元
和
本

臨
川
書
店
『
諸
本
集
成
倭
名
類
聚
抄

本
文
篇
』

め
い
は
く
ぼ
ん

名
博
本

名
古
屋
市
立
博
物
館
『
和
名
類
聚
抄
』

近
代
の
諸
注
八
点
も
引
用
符
な
し
に
略
称
を
用
い
る
。

地
名
辭
書

吉
田
東
伍
著
・
冨
山
房
『
大
日
本
地
名
辭
書
』
増

補
版

地
理
志
料

村
岡
良
弼
著
・
臨
川
書
店
『
日
本
地
理
志
料
』

角
川
辞
典
一

角
川
書
店
・
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
『
大
阪
府
』

1983

角
川
辞
典
二

角
川
書
店
・
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
『
兵
庫
県

Ⅰ
』1988

地
名
大
系
一

平
凡
社
・
日
本
歴
史
地
名
大
系
『
大
阪
府
の
地

名
Ⅰ
』1986

地
名
大
系
二

平
凡
社
・
日
本
歴
史
地
名
大
系
『
兵
庫
県
の
地

名
Ⅰ
』1999

池
邊
考
證
一

池
邊
彌
著
・
吉
川
弘
文
館
『
和
名
類
聚
抄
郷
名

考
證
』1966

池
邊
考
證
二

池
邊
彌
著
・
吉
川
弘
文
館
『
和
名
類
聚
抄
郡
郷

里
驛
名
考
證
』1981

そ
の
他
の
文
献
は
稿
末
に
記
す
。
歌
句
の
括
弧
内
の
ア
ラ
ビ
ア
数

字
は
『
國
歌
大
觀
』
の
歌
番
号
、
文
献
著
者
名
の
下
の
ア
ラ
ビ
ア
数

字
は
成
立
あ
る
い
は
刊
行
の
、
キ
リ
ス
ト
暦
に
よ
る
年
次
で
あ
る
。

考

察

一

和
泉
国
大
鳥
郡

部
郷

高
山
寺
本
は
郷
名
の
上
字
を
日
下
の
合
字
に
作
っ
て
「
久
散
倍
」

の
訓
を
も
つ
。
大
東
急
本
と
元
和
本
の
郷
名
は
「
日
部
」、
訓
は

「
久
佐
倍
」、
第
二
字
の
万
葉
仮
名
は
異
な
る
が
、
三
本
同
訓
で
あ
る
。

ク
サ
ヘ

名
博
本
は
「
田
部
」
に
作
り
、「
田
」
の
左
に
「
日
イ

」
と
あ
る
。
角べ

川
辞
典
一

は
「
く
さ
べ

草
部
〈
堺
市
〉」、
地
名
大
系
一

は
「
く
さ

部

ご
う郷
」
と
す
る
。
地
名
辭
書
は
「
日
部
郷
」
の
見
出
し
で
、
右
に
「
ク

ツ
ル
タ

サ
ベ
」、
左
に
「
ク
サ
カ
ベ
」
の
訓
を
つ
け
、「
○
今
鶴
田
村
是
な
り
、

大
字
草
部
あ
り
。」
と
し
て
い
る
。

近
代
の
諸
注
に
あ
っ
て
、
角
川
辞
典
・
地
名
大
系
と
地
名
辭
書
と

の
あ
い
だ
で
記
述
の
態
度
が
明
白
に
異
な
る
わ
け
で
あ
る
。
地
名
辭

書
は
、
本
来
の
読
み
、
あ
る
べ
き
読
み
、
現
行
の
読
み
を
標
目
の
左

右
に
書
く
。
当
郷
に
つ
い
て
は
、
ク
サ
カ
ベ
が
本
来
の
読
み
、
ク
サ

ベ
が
和
名
抄
お
よ
び
現
行
の
読
み
と
い
う
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
こ
れ

で
筋
が
通
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
だ
が
、
角
川
辞
典
と
地
名
大
系
か

ら
は
本
来
の
読
み
が
判
明
し
な
い
。
こ
の
二
書
の
利
用
者
が
、
当
郷
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の
成
立
当
初
か
ら
ク
サ
ベ
で
あ
っ
た
と
判
断
し
て
も
構
わ
ぬ
、
と
い

う
か
の
よ
う
な
記
述
で
あ
る
。

郷
名
、
氏
族
の
名
、
入
江
の
名
、
山
名
に
も
ク
サ
カ
の
呼
称
は
伝

え
ら
れ
た
の
に
、

部
（
ク
サ
カ
ベ
）
が
、
表
記
と
読
み
の
両
面
か

ら
草
部
（
ク
サ
ベ
）
に
転
じ
た
こ
と
に
な
る
。「
日
部
」
の
表
記
が
正

倉
院
文
書
、
高
山
寺
本
和
名
抄
の
駅
名
、
延
喜
式
の
神
名
帳
な
ど
に

み
え
る
と
は
い
え
、
興
味
ぶ
か
い
変
化
を
と
げ
た
も
の
で
あ
る
。
か

か
る
例
は
他
に
知
ら
な
い
が
、
美
濃
国
厚
見
郡
皆
太
郷
の
変
化
が
少

し
は
似
て
い
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
工
藤2005a

に
書
い
た

か
や

た

こ
と
を
い
ま
少
し
細
か
く
い
う
と
、
当
郷
は
、
お
お
よ
そ
、
草
田

の

さ

と

か
や
た

か
や

た

五
十
戸
（
藤
原
京
時
代
）
↓
草
田
郷
（
平
城
京
時
代
）
↓
皆
太
郷
（
同
）

か
や

た

そ
う
で
ん

↓
草
田
郷
（
鎌
倉
時
代
）
↓
早
田
郷
（
足
利
時
代
）
↓
早
田
村
（
江
戸

時
代
）
と
転
じ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
草
田
か
ら
早
田
へ
の
変
化
の
詳

細
を
た
ど
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
変
化
の
契
機
は
推
測
で
き
る
。

二

常
陵
郷

高
山
寺
本
・
名
博
本
の
郷
名
下
字
は
「
陵
」
の
異
体
字
と
み
な
し

て
標
目
と
し
た
。
残
る
二
本
は
偏
を
三
水
に
作
る
。
四
本
と
も
「
今

為
深
井
」
と
記
し
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
布
賀
井
（
高
）、
不
加
井

（
大
・
元
）、
ツ
カ
ヰ
（
名
）
の
訓
を
附
す
。
名
博
本
の
傍
訓
ツ
カ
ヰ

は
、
注
記
の
「
深
井
」
を
見
て
い
た
ら
考
え
が
た
い
誤
記
で
あ
る
。

郷
名
の
表
記
・
訓
・
注
記
の
あ
り
か
た
は
、
和
名
抄
で
は
ほ
か
に

例
を
見
な
い
も
の
で
、
そ
の
扱
い
に
苦
慮
し
た
諸
書
が
誤
字
説
を
出

し
た
の
は
当
然
で
あ
る
。
摂
津
国
百
済
郡
荒
陵
郷
に
よ
っ
て
ト
コ
ハ

カ
と
読
ん
だ
の
が
地
名
辭
書
で
あ
り
、
地
名
大
系
一

は
そ
れ
を
継
承

し
た
。
古
代
の
用
例
と
し
て
、
行
基
が
大
鳥
郡
深
井
村
に
深
井
尼
院

を
建
て
た
と
す
る
「
行
基
年
譜
」
の
記
事
が
あ
る
。
一
例
で
は
あ
る

が
、「
深
井
」
の
信
憑
性
は
認
め
ら
れ
る
の
で
、
地
理
志
料
が
常
陵

と
深
井
に
二
郷
に
わ
け
た
の
も
一
案
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
常
陵
」

を
ト
ノ
キ
と
訓
じ
た
こ
と
に
は
賛
成
で
き
な
い
。

当
郷
の
名
に
つ
い
て
最
も
深
く
ふ
み
こ
ん
だ
論
が
山
本
信
哉1931

で
あ
る
。
ま
ず
、
浚
は
凌
の
誤
写
で
、
凌
と
陵
は
音
義
相
通
ず
と
し

た
。
そ
し
て
、
周
礼
・
漢
書
の
注
を
駆
使
し
て
「
常
凌
」
は
氷
室
を

フ
カ

ヒ

い
う
の
だ
と
し
た
。
氷
室
を
フ
カ
ヰ
と
い
う
の
は
、「
深
氷
」
の
ヒ

が
音
転
し
て
ヰ
に
な
っ
た
と
解
い
た
。
だ
が
、
余
り
に
も
複
雑
な
過

程
を
た
ど
る
推
論
ゆ
え
、
大
方
の
指
示
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

そ
こ
に
池
邊
考
證
一

の
註
記
が
登
場
し
た
。
陵
（
高
）、
凌
（
元
）

は
「
浚
」
の
誤
写
で
、「
常
に
浚
え
る
」
意
、「
深
井
」
の
戯
訓
的
宛

字
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
古
代
地
名
と
し
て
は
他
に
類

を
見
な
い
あ
り
よ
う
だ
が
、
萬
葉
集
を
み
な
れ
た
目
に
は
「
戯
書
」
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や
「
義
訓
」
と
呼
ば
れ
た
表
記
法
に
似
て
お
り
、「
戯
訓
」
は
二
つ

を
あ
わ
せ
た
名
づ
け
に
相
当
す
る
。

池
邊
考
證
二

に
こ
の
註
記
が
な
い
の
は
、
突
飛
過
ぎ
る
と
考
え
な

お
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
現
時
点
で
は
こ
れ
以
外
の
妙
案
は
な
い
と
思

う
の
で
、
残
し
て
ほ
し
い
註
記
で
あ
っ
た
。

三

日
根
郡
呼
唹
郷

呼
唹
郷
に
つ
い
て
、
高
山
寺
本
の
表
記
は
「
呼
於
」、
大
東
急

本
・
元
和
本
は
「
呼
唹
」
で
「
乎
」
の
訓
を
も
ち
、
名
博
本
は
「
呼

於
」
の
表
記
で
振
仮
名
が
な
い
。「
呼
唹
」
は
、
古
代
の
文
献
に

「
呼
唹
駅
」「

唹
駅
」「
男
神
社
」「
雄
山
道
」「
男
之
水
門
」
な
ど

様
々
に
み
え
て
、
ほ
と
ん
ど
問
題
の
な
い
地
名
で
あ
る
。
和
名
抄
の

郷
名
表
記
も
「
呼
唹
」
で
あ
っ
た
と
推
定
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

ヲ

地
名
辭
書
は
「
呼
唹
郷
」
と
書
き
、
角
川
辞
典
一

に
は
「
お
の
さ

と

男
里
〈
泉
南
市
〉」
と
あ
る
。
現
代
の
地
名
を
基
準
に
し
て
標

目
を
た
て
る
角
川
辞
典
の
方
針
で
は
筋
が
通
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

そ
れ
で
は
、
歴
史
地
名
と
し
て
記
述
す
る
た
ち
ば
の
地
名
大
系
一

は

ど
う
か
。
標
目
と
説
明
の
一
部
を
引
く
。

お

お
ご
う

呼
唹
郷

元
来
の
郷
名
は
「
お
」
と
称
し
た
が
、
郷
名
に
二
字

の
賀
字
を
充
て
る
政
府
の
方
針
に
よ
っ
て
呼
於
（
唹
）
の

（
マ
マ
）

表
字
を
用
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
よ
っ
て
表
記
の
変
遷
は
わ
か
る
。
し
か
し
、「
お
お
」
と
仮

名
づ
け
し
た
こ
と
が
、
郷
名
の
呼
び
方
も
そ
う
変
わ
っ
た
と
い
う
趣

旨
な
の
か
否
か
は
書
い
て
な
い
。
そ
の
た
め
、
日
本
語
史
学
の
側
か

ら
み
る
と
、
歴
史
地
名
の
扱
い
と
し
て
は
不
徹
底
な
印
象
が
残
る
。

そ
の
点
が
わ
た
し
に
は
不
満
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
こ
の
叢
書
全
体
に

及
ぶ
不
満
で
も
あ
る
。

四

攝
津
国

こ
の
国
名
に
つ
い
て
、
歴
史
学
・
地
理
学
の
視
点
で
問
題
に
な
る

こ
と
は
な
い
が
、
日
本
語
史
学
か
ら
み
る
と
小
さ
な
不
思
議
が
あ
る
。

「
セ
ッ
ツ
」
の
「
セ
ッ
」
は
、「
攝
」
の
音
「
セ
フ
」
が
後
続
音
の
関

係
で
転
じ
た
も
の
、「
ツ
」
は
「
津
」
の
訓
よ
み
で
あ
る
。
和
名
抄

の
六
十
八
国
中
、
音
訓
交
用
で
表
記
し
た
国
名
は
ほ
か
に
な
い
。
攝

津
だ
け
が
例
外
的
な
の
は
な
ぜ
か
、
そ
れ
は
い
つ
か
ら
か
。

地
名
辭
書
は
セ
ッ
ツ
と
読
み
、「
天
武
天
皇
六
年
其
難
波
大
宮
あ

セ
ッ
ツ
ヌ
シ
キ

る
を
以
て
摂
津
職
を
置
か
る
」
と
あ
る
。
地
理
志
料
だ
け
が
「
音
訓

相
雑
」
の
国
名
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
現
行
の
歴
史
辞
典
は

「
せ
っ
つ
し
き
」
と
読
み
、
律
令
制
下
の
官
司
と
す
る
記
述
か
ら
始

め
て
い
る
が
、
読
み
方
に
は
無
関
心
で
あ
る
。
国
語
辞
典
に
「
せ
っ
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つ
」
の
項
を
見
て
も
、
地
名
と
し
て
の
説
明
は
歴
史
辞
典
と
さ
ほ
ど

違
わ
な
い
。

こ
の
国
は
特
殊
な
経
過
で
成
立
し
た
た
め
に
命
名
も
ま
た
特
殊
で

あ
っ
た
。
現
在
の
歴
史
学
で
は
、
職
名
の
「
摂
津
職
」
を
「
せ
ふ
し

ん
し
き
」
と
よ
む
日
本
思
想
大
系
本
『
律
令
』
の
た
ち
ば
も
あ
る
。

律
令
の
文
言
と
し
て
、
学
者
や
高
官
に
よ
る
正
式
な
読
み
方
は
そ
う

で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
職
の
長
官
「
摂
津
職
大
夫
」
を
、

日
本
古
典
文
学
大
系
本
『
日
本
書
紀
』
は
「
つ
の
つ
か
さ
の
か
み
」

と
訓
よ
み
し
て
い
る
。
国
史
大
系
本
『
令
義
解
』
は
、
官
位
令
に

ス
フ
ル
ツ
ノ

「
摂
津
大
夫
」
と
あ
る
ほ
か
、
摂
津
亮
・
摂
津
大
進
・
摂
津
少
進
の

「
摂
」
に
も
傍
訓
「
ル
」
が
あ
る
。
塙
保
己
一
刊
本
の
『
令
義
解
』

で
は
摂
を
ス
ブ
ル
と
読
ん
だ
ら
し
い
。
し
か
し
、
こ
れ
を
国
名
に
応

用
す
る
わ
け
に
は
ゆ
く
ま
い
。

萬
葉
集
で
は
「
津
国
」
の
表
記
で
「
つ
の
く
に
」
と
読
む
こ
と
が

普
通
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
「
摂
津
」
と
い
う
漢
字
列
は
、
役
職

名
に
関
わ
る
以
外
に
は
余
り
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

お
ち

奈
良
時
代
、「
津
」
は
不
思
議
な
漢
字
で
あ
っ
た
。
萬
葉
歌
の
隕

た

ぎ

つ

お
ち

た

ぎ

つ

田
寸
津
（1127

）
で
は
訓
仮
名
だ
が
、
落
多
藝
津
（1736

）
で
は
音

つ

を

の
さ
き

み

つ

の

は

ま

仮
名
環
境
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
津
乎
能
崎
（352

）、
美
津
能
波
麻

び

に

み

つ

の

と

ま

り

備
尓
（3627

）、
美
津
能
等
麻
里
（3722

）
も
音
仮
名
環
境
で
の
使
用

で
あ
る
が
、
津
の
語
義
を
兼
ね
た
表
記
と
も
考
え
ら
れ
る
。
古
事
記

に
は
、
注
記
の
扱
い
が
厄
介
な
風
木
津
別
之
忍
男
神
の
ほ
か
に
、
馬

お
ほ
げ

つ

ひ

め

淵
和
夫1967

が
指
摘
し
た
大
宜
津
比
売
神
が
あ
る
。
大
気
都
比
売
神

つ

と
も
書
か
れ
た
神
名
で
あ
る
が
、
津
は
音
仮
名
列
中
の
字
な
の
で
、

馬
淵
氏
は
音
仮
名
扱
い
さ
れ
た
の
だ
と
解
釈
し
た
。
こ
れ
に
対
応
す

る
も
の
と
し
て
、
馬
淵
氏
は
「
倭
者
師
木
登
美
豊
朝
倉
曙
立
王

〈
登
美
二

字
以
音
〉」
を
引
い
て
、「
師
」
字
に
は
音
で
あ
る
旨
の
注
が
な
い
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
。

限
ら
れ
た
用
例
か
ら
の
推
論
で
あ
る
が
、「
津
」
は
訓
字
と
し
て

の
意
識
が
希
薄
で
、
時
に
は
音
仮
名
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
、
セ
ッ
ツ
の
読
み
は
早
く
定
着
し
た
の
だ
ろ
う
。

五

住
吉
郡
杭
全
郷

和
名
抄
諸
本
の
郷
名
表
記
に
異
同
は
な
い
。
訓
は
、
久
万
太

（
高
）、
久
末
太
（
大
・
元
）、
ク
マ
タ
（
名
）
な
の
で
、
読
み
も
同
じ

ク
マ
タ

ク
マ
タ

だ
と
い
え
る
。
地
名
辭
書
も
杭
全
郷
と
し
、
杭
全
神
社
を
あ
げ
る
。

地
理
志
料
は
、
訓
に
比
の
字
を
補
っ
て
ク
ヒ
マ
タ
で
あ
っ
た
こ
と
を

主
張
し
た
う
え
で
、
古
事
記
の
「
杙
俣
長
日
子
王
／
咋
俣
長
日
子

王
」、
西
大
寺
田
園
目
録
の
「
久
比
萬
多
郷
」
を
あ
げ
た
。

近
年
の
記
述
を
見
る
と
、
池
邊
考
證
二

の
用
例
は
地
理
志
料
と
全
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同
で
あ
る
。
地
名
大
系
一

は
読
み
が
ク
マ
タ
で
、
用
例
は
右
の
二
書

に
同
じ
だ
が
、「
萬
」
を
「
万
」
に
か
え
る
の
は
こ
の
叢
書
の
方
針

で
あ
る
。
池
邊
考
證
二

と
地
名
大
系
に
挟
ま
れ
る
時
期
に
刊
行
さ
れ

た
角
川
辞
典
一

も
、
郷
名
の
読
み
は
ク
マ
タ
で
あ
る
が
、
用
例
の
書

き
方
は
左
掲
の
よ
う
に
少
し
違
う
（
原
文
は
横
組
み
）。

鎌
倉
期
に
は
「
西
大
寺
田
園
目
録
」
に
「
比
丘
尼
如
印
仏
房
光

明
真
言
修
中
料
田
」
八
か
所
の
１
つ
と
し
て
「
摂
津
国
住
吉
郡

ク
ニ
マ
タ
ノ
郷
四
ノ

坪
内
一
段
〈
永
仁
五
年
五
月
日
比
丘
尼
信

也
房
〉」
と
見
え
る
（
寺
誌
叢
書
２
）。

右
の
引
用
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
寺
誌
叢
書
の
表
記
「
ク
ニ
マ

タ
」
に
疑
問
を
い
だ
い
た
節
が
な
い
。
大
日
本
佛
教
全
書
の
翻
刻
は

右
の
と
お
り
だ
が
、
ニ
は
ヒ
の
誤
り
と
み
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

こ
こ
に
不
思
議
な
事
実
が
判
明
す
る
。
地
理
志
料
か
ら
角
川
辞
典

ま
で
、
同
じ
西
大
寺
田
園
目
録
を
用
い
た
は
ず
な
の
に
全
同
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
わ
た
し
の
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
佛

教
全
書
と
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所1956

に
す
ぎ
な
い
が
、
と
も
に

「
ク
ニ
マ
タ
ノ
郷
」
と
あ
る
。
こ
ん
な
こ
と
は
想
像
し
た
く
な
い
の

だ
が
、
片
仮
名
を
用
い
な
い
地
理
志
料
は
、
原
資
料
の
片
仮
名
を
万

葉
仮
名
に
か
え
て
久
比
萬
多
と
し
た
。
そ
れ
を
池
邊
考
證
が
襲
い
、

地
名
大
系
も
準
じ
た
の
で
は
な
い
か
。

近
年
の
記
述
に
従
う
と
、
奈
良
時
代
は
ク
ヒ
マ
タ
、
和
名
抄
の
編

纂
時
は
ク
マ
タ
、
永
仁
年
間
は
ク
ヒ
マ
タ
に
戻
っ
た
こ
と
を
含
意
す

る
が
、は
た
し
て
こ
れ
で
い
い
の
か
。歴
史
研
究
者
の
田
中
文
英1995

が
、
中
世
の
「
杭
全
荘
」
を
、
当
然
の
よ
う
に
「
く
ま
た
の
し
ょ

う
」
と
す
る
が
、
こ
れ
は
ど
う
判
断
し
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
か
。

以
上
、
近
代
の
諸
注
は
、
和
名
抄
の
記
事
に
基
づ
く
の
に
、
郷
名

の
読
み
方
に
は
ほ
と
ん
ど
配
慮
し
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
こ
と
を

指
摘
し
た
。
こ
こ
に
新
し
い
疑
問
が
生
ま
れ
る
。
高
山
寺
本
和
名
抄

の
訓
は
ど
の
時
点
の
呼
び
方
を
伝
え
る
の
か
、
い
つ
書
写
さ
れ
た
の

か
、
と
。
和
名
抄
の
地
名
を
読
み
と
く
作
業
を
続
け
て
き
た
長
い
年

月
、
こ
の
疑
問
は
常
に
わ
た
し
の
脳
裏
に
あ
っ
て
悩
ま
せ
た
が
、
明

快
な
私
見
を
呈
示
し
え
な
か
っ
た
。
い
き
お
い
、
平
安
時
代
末
期
前

の
書
写
と
す
る
山
本
信
哉
の
見
解
を
ほ
ぼ
受
容
し
た
諸
氏
の
説
に
従

っ
て
き
た
。
そ
れ
に
し
て
は
日
本
語
史
学
の
視
点
か
ら
見
る
と
不
自

然
な
こ
と
が
多
い
。

部
郷
と
杭
全
郷
の
訓
以
外
に
も
、
畿
内
の
傍
訓
に
、
山
城
国
乙

訓
郡
の
オ
タ
キ
、
相
楽
郡
の
ア
ヒ
ラ
カ
、
大
和
国
添
上
郡
・
添
上
郡

の
カ
フ
ノ
カ
ミ
・
カ
フ
ノ
シ
モ
、
忍
海
郡
の
オ
キ
ノ
ウ
ミ
、
葛
上
郡

の
カ
ト
ノ
カ
ミ
、
河
内
国
古
市
郡
の
コ
チ
、
讚
良
郡
の
サ
ヽ
ラ
、
摂

津
国
豊
島
郡
の
ト
シ
マ
、
表
記
に
は
摂
津
国
嶋
上
郡
・
嶋
下
郡
の
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「
鳥
上
・
鳥
下
」、
嶋
上
郡
の
「
直
上
郷
」、
東
生
郡
の
「
味
厚
郷
」

が
あ
る
。

高
山
寺
本
の
傍
訓
の
筆
跡
は
、
わ
た
し
に
は
本
文
、
注
の
そ
れ
に

同
じ
と
み
え
る
が
、
右
に
指
摘
し
た
こ
と
が
ら
は
、
不
注
意
に
よ
る

と
は
考
え
難
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
山
城
国
乙
訓
郡
の
傍
訓
「
オ

タ
キ
」、
愛
宕
郡
の
傍
訓
「
ア
タ
コ
」、
愛
宕
郷
の
訓
「
於
太
支
」
は
、

よ
ほ
ど
事
情
に
疎
い
人
の
筆
を
思
わ
せ
る
。
和
泉
国
大
鳥
郡
上
神
郷

の
訓
「
加
都
美
和
」、
摂
津
国
八
部
郡
長
田
郷
の
訓
「
奈
以
多
」
は

単
純
な
誤
写
ら
し
か
ら
ぬ
、
気
が
か
り
な
箇
所
で
も
あ
る
。

か
く
て
、
高
山
寺
本
の
書
写
時
期
に
つ
い
て
、
わ
た
し
は
少
な
か

ら
ぬ
疑
問
を
抱
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

六

東
生
郡
味
原
郷

日
本
書
紀
、
孝
徳
天
皇
の
白
雉
元
年
正
月
一
日
条
に
「
車
駕
、
味

あ

ぢ

ふ

経
宮
に
幸
し
て
云
々

」
の
記
事
と
、「
味
経
」
に
訓
注
「
阿
膩
賦
」
が

あ
じ
は
ら

あ
り
、
そ
の
遺
称
を
大
阪
市
天
王
寺
区
の
味
原
町
に
伝
え
て
い
る
。

あ
ぢ

ふ

の

續
日
本
紀
の
延
暦
四
年
正
月
条
の
水
路
を
開
く
記
事
に
「
鰺
生
野
」

が
見
え
る
が
、
こ
れ
は
大
阪
市
東
淀
川
区
北
部
か
ら
摂
津
市
に
か
け

て
の
地
名
で
、
当
郷
と
は
別
な
の
だ
と
い
う
。

歴
史
学
の
た
ち
ば
で
は
郷
域
が
確
定
し
が
た
い
以
外
に
問
題
に
な

お
き
つ
と
り
あ
ぢ

ふ

る
こ
と
は
な
い
。
上
引
の
味
経
宮
は
萬
葉
集
歌
に
も
「
奥
鳥
味
経

の

み
や

に

み

け

む
か
ふ
あ
ぢ
ふ
の
み
や

は

乃
宮
尓
」（928

）、「
御
食
向
味
原
宮
者
」（1062

）
と
あ
り
、「
味

経
」
と
も
「
味
原
」
と
も
書
か
れ
、「
原
」
も
フ
の
訓
を
負
い
え
た

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
萬
葉
集
歌
の

「
麻
原
」（3049

）
は
ヲ
フ
の
訓
で
安
定
し
て
い
る
ほ
か
、
天
智
前
紀

の
「
禾
田
」
に
ア
ハ
フ
の
古
訓
が
あ
り
、
和
名
抄
に
も
「
粟
田
阿

波
布
」
な
ど
が
見
え
る
。
植
物
が
群
生
す
る
所
、
野
鳥
な
ど
の
集
ま

る
所
、
鉱
物
の
産
す
る
所
を
さ
す
古
代
日
本
語
は
「
ふ
」、
漢
字
は

「
生
」
で
書
く
こ
と
が
最
も
一
般
的
で
あ
っ
た
。
ア
ヂ
フ
に
限
っ
て

日
本
書
紀
に
「
味
経
」
と
書
か
れ
た
の
は
な
ぜ
か
。

当
郷
に
人
々
の
関
心
が
む
か
う
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
我
が
関
心

は
、
古
代
の
人
々
が
味
原
と
い
う
文
字
列
を
い
か
に
し
て
読
み
わ
け

た
か
に
あ
る
。
歌
な
ら
定
型
の
音
数
律
に
よ
っ
て
「
原
」
の
字
を
フ

／
ハ
ラ
と
読
み
わ
け
え
た
だ
ろ
う
が
、
地
名
に
は
定
型
も
文
脈
も
あ

り
は
し
な
い
。
こ
の
問
題
は
前
稿2005b

の
大
和
国
城
下
郡
室
原
郷

で
も
論
じ
た
が
、
こ
こ
で
も
論
証
の
道
は
塞
が
れ
て
い
る
。
だ
が
、

一
つ
の
推
論
を
記
す
と
、
人
間
生
活
に
有
益
な
物
が
自
然
に
存
在
す

る
所
が
「
ふ
」、
そ
の
よ
う
な
所
に
人
手
で
栽
培
し
た
所
が
「
た
」

で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
上
引
の
「
粟
田
阿
波
布
」
は
、
そ
の

区
別
が
曖
昧
に
な
っ
た
段
階
の
記
述
と
考
え
る
。
そ
し
て
広
大
な
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「
ふ
」
は
「
は
ら
」
と
呼
ば
れ
た
の
だ
ろ
う
。

七

西
生
郡
雄
惟
郷

和
名
抄
四
本
い
ず
れ
も
附
訓
せ
ず
、
池
邊
考
證
に
も
用
例
が
な
く
、

考
え
る
手
だ
て
が
極
め
て
乏
し
い
。
し
か
も
、
同
国
八
部
郡
を
古
く

「
雄
伴
」
と
称
し
た
こ
と
が
、
釋
日
本
紀
所
引
の
摂
津
国
風
土
記
と

法
隆
寺
伽
藍
縁
起
并
流
記
資
材
帳
（
天
平
十
九
年
二
月
十
一
日
条
）
か

ら
知
ら
れ
、
当
郷
の
名
と
類
似
す
る
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
の
臆
説
が
提

出
さ
れ
た
。
一
国
内
で
、
郡
名
と
他
郡
の
郷
名
が
類
似
す
る
こ
と
に

な
っ
た
わ
け
だ
が
、
雄
伴
は
奈
良
時
代
の
郡
名
で
あ
る
。

地
名
辭
書
は
、
雄
惟
を
雄
伴
の
誤
写
と
断
じ
、
雄
伴
は
萬
葉
集
の

大
伴
の
地
で
御
津
の
浜
で
あ
っ
た
、
大
伴
か
ら
雄
伴
へ
の
改
称
は
、

淳
和
天
皇
の
諱
を
避
け
た
の
か
音
調
を
整
え
る
た
め
か
、
と
か
な
り

恣
意
的
な
推
定
を
並
べ
た
。
地
理
志
料
は
、
中
世
以
降
の
地
名
「
雄

幄
」「
雄

」
を
手
が
か
り
に
「
雄
涯
」
を
主
張
し
て
、
狩
谷

齋

の
「
ヲ
ノ
キ
シ
」
説
に
就
き
、「
雄
伴
」
と
す
る
説
は
、
こ
れ
が
後

の
八
部
郡
ゆ
え
に
採
ら
ず
と
し
た
。

角
川
辞
典
一

、
地
名
大
系
一

と
も
に
「
雄
惟
」
の
表
記
を
採
り
、
大

伴
の
御
津
に
関
わ
る
と
推
定
す
る
。
し
か
し
、
大
伴
（
お
ほ
と
も
）

か
ら
雄
惟
（
を
と
も
）
へ
の
変
更
に
つ
い
て
は
明
言
し
な
い
ば
か
り

で
な
く
、「
惟
」
を
ト
モ
と
読
む
根
拠
に
も
言
及
し
な
い
。
か
く
て

存
疑
と
す
る
ほ
か
な
い
郷
名
で
あ
る
。

八

嶋
上
郡
高
上
郷

郷
名
表
記
は
諸
本
同
じ
で
あ
る
が
、
訓
も
古
代
文
献
の
使
用
例
も

な
い
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
の
誤
字
説
が
試
み
ら
れ
た
。
地
理
志
料
の

「
高
生
」
説
を
地
名
辭
書
が
認
め
、
池
邊
考
證
二

の
「
高
於
」
説
を
地

名
大
系
一

が
受
け
い
れ
、
角
川
辞
典
一

は
「
高
上
」
を
主
張
し
た
。
そ

れ
ら
を
細
か
く
見
て
ゆ
く
以
外
に
解
釈
の
方
法
は
な
い
。

地
理
志
料
の
高
生
説
の
根
拠
は
、
武
蔵
・
但
馬
両
国
に
高
生
郷
が

た
か
ふ

あ
り
、
そ
れ
は
竹
林
の
意
だ
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
さ
ら
に
日
本
書

紀
の
安
閑
天
皇
元
年
、
三
島
に
行
幸
し
た
と
き
、
良
田
を
問
わ
れ
た

県
主
の
対
応
が
適
切
で
、
竹
村
の
地
、
四
十
町
を
奉
献
し
た
と
あ
る

こ
と
、
續
日
本
紀
の
延
暦
三
年
条
に
摂
津
の
史
生
武
生
連
佐
比
乎
、

霊
亀
三
年
条
に
武
生
連
島
守
が
み
え
る
こ
と
な
ど
、
こ
の
地
の
出
自

と
知
ら
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
説
を
う
け
た
地
名
辭
書
は
さ

ら
に
発
展
さ
せ
た
。
安
閑
天
皇
元
年
条
に
み
え
る
三
島
竹
村
屯
倉
の

遺
称
地
が
今
の
三
宅
村
で
あ
り
、
三
島
郡
分
郡
に
あ
た
っ
て
高
生
も

二
分
さ
れ
て
、
高
上
・
高
下
に
な
っ
た
と
し
、
和
名
抄
に
高
下
郷
が

な
い
の
は
遺
脱
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
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池
邊
考
證
二

は
、
地
理
志
料
・
地
名
辭
書
に
引
い
た
日
本
書
紀
・

續
日
本
紀
の
記
事
以
外
に
、
新
た
に
天
平
勝
宝
九
年
四
月
七
日
の
日

附
を
も
つ
「
西
南
角
領
解
」
を
あ
げ
て
こ
う
注
記
し
た
。

本
郷
は
「
上
」
を
「
生
」
の
誤
字
と
す
る
か
、「
高
生
上
」
の

略
し
た
も
の
と
す
る
か
―
―
そ
う
す
れ
ば
「
高
下
」
の
あ
る
の

が
自
然
で
あ
る
が
―
―
、
あ
る
い
は
そ
の
他
の
説
に
よ
る
か
現

在
で
は
決
定
し
か
ね
る
が
、
一
応
「
高
生
」
と
し
て
史
料
を
列

記
し
た
。

「
西
南
角
領
解
」
は
正
倉
院
文
書
の
一
つ
で
、
大
日
本
古
文
書
に
は

左
記
の
よ
う
に
あ
る
。

秦
伊
美
吉
継
手
〈
年
三
十

摂
津
職
嶋
上
郡
戸
主
三
尾
君
麻
呂

戸
口
〉

「
郡
」
の
右
に
「
高
於
郷
」
の
傍
書
が
あ
る
こ
と
を
も
っ
て
当
郷
の

史
料
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

た
か
お

地
名
大
系
は
、
高
於
―
高
生
―
高
上
と
考
証
す
る
見
解
が
あ
る
こ

と
を
紹
介
し
、
存
疑
な
が
ら
、
大
化
前
代
の
竹
村
屯
倉
と
の
関
連
性

を
想
定
す
る
こ
と
が
可
能
だ
ろ
う
、
と
し
た
。
角
川
辞
典
も
同
様
で
、

「
た
か
お
の
ご
う

高
於
郷
↓
高
上
郷
た
か
か
み

の
ご
う

」
の
捨
て
見
出
し
を

お
き
、「
た
か
か
み
の
ご
う

高
上
郷
」
の
本
見
出
し
を
た
て
て
諸

説
を
紹
介
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
詳
細
は
不
明
と
し
な
が
ら
右
の
古

文
書
を
ひ
き
、「
高
於
郷
は
当
郷
を
指
し
、
地
内
に
三
尾
氏
が
居
住

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。」
と
結
ぶ
。
タ
カ
オ
か
ら
タ
カ
カ
ミ
へ

の
変
遷
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
。

難
し
い
郷
名
で
あ
る
。
日
本
語
史
学
の
た
ち
ば
か
ら
ま
ず
言
え
る

の
は
、「
高
於
」
が
タ
カ
オ
の
表
記
で
は
あ
り
え
ま
い
と
い
う
こ
と

た
か

お

で
あ
る
。
理
由
の
第
一
は
、
高
が
訓
読
み
、
於
が
音
読
み
で
あ
る
こ

と
。
か
か
る
音
訓
交
用
表
記
は
和
名
抄
の
地
名
と
し
て
は
異
例
で
あ

る
。
第
二
、
そ
れ
が
異
例
な
が
ら
存
在
し
た
こ
と
を
主
張
す
る
た
め

た
か

お

お

に
は
、
高
と
於
に
よ
る
命
名
の
必
然
性
、「
高
い
於
」
が
郷
名
と
し

て
譲
れ
な
か
っ
た
こ
と
の
証
明
が
必
要
で
あ
る
。「
高
い
」
は
わ
か

お

る
。
だ
が
、
於
は
何
か
。
日
本
語
史
学
の
知
見
で
は
、
奈
良
時
代
、

日
本
列
島
の
中
央
、
大
和
朝
廷
の
膝
元
と
い
え
る
こ
の
地
に
「
お
」

と
い
う
一
拍
の
日
本
語
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

な
お
、
タ
カ
オ
と
い
う
音
列
で
は
、
広
い
母
音
ａ
と
ｏ
が
続
い
て
、

か
な
り
不
自
然
な
感
じ
が
す
る
。
そ
の
よ
う
な
母
音
連
続
が
古
代
地

名
に
皆
無
だ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
同
国
豊
島
郡
大
明

郷
に
は
オ
ホ
ア
ケ
と
読
む
べ
き
訓
が
つ
い
て
い
る
。
古
代
文
献
に
用

あ
け

例
が
残
ら
ず
遺
称
地
も
不
明
だ
が
、
と
に
か
く
「
明
」
を
捨
て
が
た

い
事
情
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
だ
が
、
右
述
の
よ
う
に
、
高
於

の
「
於
」
に
は
想
定
す
べ
き
日
本
語
が
見
あ
た
ら
な
い
の
で
、
そ
の
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事
情
を
推
測
す
る
手
だ
て
が
な
い
。

古
代
文
献
に
お
い
て
、「
於
」
の
字
が
万
葉
仮
名
と
漢
文
の
助
字

と
し
て
以
外
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
ご
く
限
ら
れ
た
だ
ろ
う
。
わ
た

し
が
思
い
う
か
べ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
萬
葉
集
で
は
地
名
に

き
の
へ
の
み
ち

て
ら

ゐ

の

う
へ

「
城
於
道
」（3324

）
一
例
、
意
字
と
し
て
用
い
ら
れ
た
「
寺
井
之
於

の乃
か
た
か
ご
の
花
」（4143
）
な
ど
十
数
例
に
す
ぎ
な
い
。
萬
葉
集

で
は
、
助
字
の
ほ
か
は
ウ
ヘ
の
意
字
と
し
て
の
用
例
に
限
ら
れ
た
と

い
っ
て
よ
い
。
そ
れ
な
ら
、
和
名
抄
地
名
に
も
意
字
と
し
て
用
い
ら

れ
た
蓋
然
性
を
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

「
於
」
が
意
字
と
し
て
用
い
ら
れ
た
地
名
に
、
河
内
国
志
紀
郡
井

於
郷
が
あ
り
、「
為
乃
倍
／
井
乃
倍
」
の
訓
が
あ
る
。
井
於
は
他
の

文
献
に
郷
名
と
し
て
み
え
る
ほ
か
、
姓
氏
名
と
し
て
も
用
い
ら
れ
た
。

池
邊
考
證
二

は
、
日
本
霊
異
記
（
下
・
五
）
の
「
河
内
市
辺
井
上
寺
之

里
」
も
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
解
釈
に
は
い
っ
そ
う
の
慎
重
さ
が
必
要

だ
が
、
池
邊
考
證
の
解
釈
の
成
り
た
つ
蓋
然
性
は
大
き
く
、「
於
」

は
萬
葉
集
に
お
け
る
と
同
様
に
、
意
字
と
し
て
も
用
い
ら
れ
た
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
高
於
」
は
タ
カ
ウ
ヘ
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
、
そ
の
意

味
は
な
お
不
明
と
す
る
ほ
か
は
な
い
。

九

嶋
下
郡
新
野
郷

郷
名
表
記
は
諸
本
に
異
同
な
く
、
訓
に
よ
る
語
形
「
ニ
ヒ
ヤ
」
に

も
差
は
な
い
と
い
え
る
。
だ
が
、
事
は
そ
れ
で
は
す
ま
な
い
。「
新

野
」
か
ら
予
想
さ
れ
る
日
本
語
は
ニ
ヒ
ノ
で
あ
っ
て
、
ニ
ヒ
ヤ
で
は

あ
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ニ
ヒ
ヤ
で
は
音
訓
交
用
表
記
に
な
る
。

地
名
辭
書
は
特
に
問
題
に
し
な
か
っ
た
が
、
地
理
志
料
は
、
尾

張
・
上
野
・
阿
波
・
伊
予
の
各
国
に
新
屋
郷
が
あ
っ
て
ニ
ヒ
ヤ
と
読

む
、
遠
江
・
隠
岐
・
美
作
に
あ
る
新
野
郷
は
ニ
ヒ
ノ
と
読
む
、
よ
っ

て
新
屋
の
誤
り
で
あ
る
、
と
断
じ
て
明
快
で
あ
る
。
池
邊
考
證
二

に

あ
げ
た
用
例
は
、
神
名
四
柱
と
式
内
社
「
新
屋
坐
天
照
御
魂
神
社
」

一
座
、
す
べ
て
「
新
屋
」
で
あ
る
。
以
後
の
諸
書
も
そ
れ
以
外
の
用

例
を
掲
げ
な
い
。
当
郷
の
名
は
中
世
以
降
、「
新
屋
庄
」
さ
ら
に

「
新
屋
村
」
と
伝
え
ら
れ
た
。

大
阪
府
高
槻
市
の
梶
原
南
遺
跡
か
ら
「
新
屋
首
乙
売
」
の
文
字
の

あ
る
木
簡
が
出
土
し
た
。
新
撰
姓
氏
録
に
記
載
の
な
い
氏
族
名
で
あ

る
。
報
告
者
の
宮
崎
康
雄1988

は
、
当
遺
跡
の
西
方
十
キ
ロ
に
式
内

社
が
あ
り
、
そ
の
周
辺
地
域
は
律
令
期
に
は
新
屋
郷
で
あ
っ
た
と
さ

れ
る
、
と
書
い
て
い
る
。

以
上
の
記
述
か
ら
言
え
る
の
は
、
当
郷
に
つ
い
て
「
新
野
」
と
書

い
て
ニ
ヒ
ヤ
と
読
む
郷
名
は
、
和
名
抄
に
し
か
存
し
な
い
と
い
う
こ
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と
で
あ
る
。
そ
れ
は
何
を
意
味
す
る
か
。
本
稿
に
お
い
て
、
高
山
寺

本
の
書
写
時
期
を
平
安
時
代
末
期
と
す
る
通
説
に
疑
問
を
呈
し
て
き

た
。
そ
の
疑
問
は
当
郷
に
も
当
て
は
ま
る
。
よ
し
ん
ば
そ
の
時
期
の

書
写
で
あ
っ
た
に
し
て
も
、
書
写
態
度
と
地
名
に
関
す
る
見
識
は
信

用
で
き
な
い
。
古
い
か
ら
と
て
尊
い
と
は
限
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

当
郷
に
つ
い
て
近
年
の
二
書
の
記
述
を
見
る
と
、
角
川
辞
典
一

は

「
に
い
や

新
屋
〈
茨
木
市
〉」
の
標
目
下
に
、「〔
古
代
〕
新
野
郷

平
安
期
に
見
え
る
郷
名
」
以
下
の
記
述
を
載
せ
る
。
こ
れ
な
ら
、
新

に
い
や
ご
う

屋
郷
と
新
野
郷
を
一
目
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、「
新
野
郷
」

を
標
目
に
す
る
地
名
大
系
一

に
よ
っ
て
、
摂
津
国
島
下
郡
の
地
名

「
新
屋
」
を
調
べ
よ
う
と
し
て
も
、
目
当
て
の
項
目
に
す
ぐ
に
は
到

達
し
え
な
い
恐
れ
が
あ
る
。
こ
れ
は
事
典
と
し
て
困
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

研
究
が
百
年
間
も
停
滞
し
て
い
た
よ
う
な
記
述
は
避
け
た
い
。
半

歩
で
も
い
い
か
ら
進
ん
だ
研
究
成
果
を
盛
っ
て
掲
出
す
べ
き
だ
と
わ

た
し
は
思
う
。
当
郷
の
ば
あ
い
、
例
え
ば
原
典
の
本
文
と
改
訂
本
文

の
並
列
を
凡
例
に
う
た
っ
て
お
き
、「
新
野
郷
／
新
屋
郷

ニ
ヒ
ヤ
」

の
よ
う
に
掲
げ
る
だ
け
で
も
、
利
用
者
の
便
宜
は
各
段
に
高
ま
る
。

十

嶋
下
郡
宿
久
郷

高
山
寺
本
か
ら
元
和
本
ま
で
「
宿
人
」
と
書
き
、
名
博
本
は
「
宿

久
」
と
表
記
す
る
。
中
世
文
献
に
も
記
事
が
多
く
、「
宿
久
」
の
地

名
を
今
に
伝
え
て
い
る
の
で
、
諸
注
は
一
様
に
「
人
」
は
「
久
」
の

し
ゅ
く

誤
写
だ
と
す
る
。
い
ま
茨
木
市
宿
久
で
、
歴
史
学
の
た
ち
ば
か
ら
議

論
す
べ
き
こ
と
は
な
い
と
言
え
よ
う
。

須
久
久
神
社
（
延
喜
式
神
名
帳
）
に
よ
っ
て
ス
ク
ク
の
訓
は
確
か

す
く
く

で
あ
る
。
だ
が
、『
日
本
史
大
事
典
』
に
「
宿
人
（
久
）」
と
立
項
す

る
こ
と
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
諸
書
に
見
え
る
少
異
の
表
記
が
か
え

っ
て
歴
史
学
者
を
迷
わ
せ
る
原
因
に
な
っ
た
よ
う
だ
。
そ
れ
ら
の
表

記
は
、
①
「
宿
久
御
園
・
宿
久
野
・
宿
久
荘
」、
②
「
寿
久
郷
、
寿

久
山
神
社
」、
③
「
宿
御
庄
」
の
三
類
に
分
け
ら
れ
る
。

こ
れ
は
さ
ほ
ど
難
し
く
は
な
い
と
思
う
。
原
形
は
和
名
抄
郷
名
の

ス
ク
ク
と
解
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
二
拍
つ
づ
く
ク
の
、
上
の
ク
だ
け

に
注
目
す
れ
ば
よ
い
。
と
い
う
の
は
、
無
声
の
破
裂
音
ｋ
と
狭
い
母

音
ｕ
を
も
ち
、
下
に
も
ク
が
あ
る
よ
う
な
環
境
で
は
、
上
の
ク
は
母

音
が
弱
化
し
や
す
い
の
で
、
ス
ク
ク
﹇sukuku

﹈
は
、
ク
が
促
音

化
し
た
ス
ッ
ク[sukku]

と
発
音
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
概
略
的
に

は
、
平
安
時
代
に
進
ん
だ
音
韻
変
化
で
発
生
し
た
と
い
え
る
促
音
は
、

表
記
の
定
着
が
遅
れ
て
無
表
記
の
時
期
が
長
か
っ
た
。
右
の
分
類
の
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②
が
そ
れ
に
あ
た
る
。

①
と
③
に
見
え
る
「
宿
」
の
漢
字
音
は
、
後
世
シ
ュ
ク
と
仮
名
書

あ

す
か

き
さ
れ
る
が
、
古
代
の
万
葉
仮
名
と
し
て
は
、
地
名
「
安
宿
」、
姓

す
く
ね

「
宿
祢
」
な
ど
に
用
い
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
③
の
「
宿
」
は
ス

ク
と
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
の
だ
ろ
う
。
す
る
と
、
①
を
原
則

ど
お
り
ス
ク
ク
の
表
記
と
解
す
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
。
た
だ
、
促

音
化
し
た
ス
ッ
ク
の
蓋
然
性
を
排
除
し
き
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
し

か
し
、
ス
ク
ク
↓
ス
ッ
ク
↓
ス
ク
と
い
う
語
形
変
化
は
自
然
な
の
で
、

そ
の
詮
索
に
さ
し
た
る
意
義
は
な
い
。

十
一

豊
島
郡

当
郡
の
郡
名
に
関
わ
る
古
代
の
資
料
、
古
事
記
・
神
武
天
皇
段
の

「
手
島
連
」、
天
平
宝
字
六
年
の
造
寺
所
公
文
、
日
本
霊
異
記
・
下
・

二
の
「
手
嶋
郡
」
に
よ
っ
て
テ
シ
マ
の
読
み
が
え
ら
れ
る
。
し
か
も

そ
の
呼
称
は
長
く
伝
え
ら
れ
た
の
で
ほ
と
ん
ど
疑
問
の
余
地
が
な
い
。

だ
が
、
高
山
寺
本
に
傍
訓
ト
シ
マ
、
延
喜
式
に
は
テ
シ
マ
（
神
名
帳
）

と
ト
シ
マ
（
民
部
省
）
が
あ
っ
て
、
や
は
り
混
乱
の
あ
っ
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。
こ
こ
に
も
、
書
写
や
附
訓
の
時
期
、
そ
れ
に
携
わ
っ
た

人
の
見
識
へ
の
疑
問
が
拭
い
が
た
い
。
当
郡
の
名
の
上
部
要
素
で
あ

る
「
豊
」
が
、
テ
か
ら
ト
に
、
さ
ら
に
ト
ヨ
に
変
化
し
た
経
過
に
つ

い
て
は
工
藤1975

に
書
い
た
の
で
、
こ
こ
に
再
び
論
ず
る
こ
と
は
し

な
い
。

十
二

兎
原
郡

郡
名
の
上
字
は
、
諸
本
に
異
体
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
、
標

目
は
元
和
本
の
文
字
で
掲
げ
た
。
以
下
の
記
述
も
こ
の
字
体
に
よ
る
。

大
東
急
本
・
元
和
本
の
郡
部
に
「
宇
波
良
」
の
訓
、
高
山
寺
本
に

「
ウ
ハ
ラ
」
の
振
り
仮
名
が
あ
る
。
問
題
は
二
つ
あ
る
。

第
一
。
天
福
本
系
統
を
初
め
と
す
る
伊
勢
物
語
第
三
十
三
段
・
八

十
七
段
な
ど
に
、
当
地
を
指
す
と
思
わ
れ
る
「
む
は
ら
の
こ
ほ
り
」

と
す
る
本
文
が
見
え
る
こ
と
、
延
喜
式
神
名
帳
の
「
兎
原
郡
」
に
、

九
條
本
・
金
剛
寺
本
が
ム
ハ
ラ
と
振
仮
名
し
て
あ
る
こ
と
な
ど
で
あ

る
。
そ
こ
で
地
名
大
系
二

は
「
二
種
の
読
み
方
の
あ
る
理
由
は
明
ら

か
で
な
い
」
と
し
た
。

う

は
ら

兎
と
原
の
複
合
語
「
兎
原
」
の
ば
あ
い
、
後
項
語
頭
の
ハ
が
濁
音

ひ

ば
ら

バ
に
転
ず
る
こ
と
は
不
自
然
で
は
な
い
。
奈
良
時
代
の
例
に
檜
原
、

つ
ば
な

を
ば
な

を
ぶ
ね

茅
花
、
尾
花
、
小
舟
な
ど
が
あ
り
、
ウ
ハ
ラ
か
ら
転
じ
た
ウ
バ
ラ
が

あ
っ
た
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
濁
音
を
表
記
し
な
い
こ
と
は
、

平
安
時
代
の
仮
名
文
献
に
は
普
通
で
あ
っ
た
。
日
本
語
史
学
の
知
見

に
よ
る
と
、
第
二
拍
が
唇
音
ｍ
・
ｂ
で
広
い
母
音
を
有
す
る
ば
あ
い
、
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例
え
ば
ウ
マ
（
馬
）・
ウ
バ
ラ
（
荊
）・
ウ
マ
ゴ
（
孫
）・
ウ
バ
フ

（
奪
）・
ウ
ベ
（
宜
）
な
ど
は
、
そ
の
第
一
拍
が
ウ
で
書
か
れ
た
の
は

平
安
時
代
初
期
こ
ろ
ま
で
で
、
次
第
に
ム
で
書
か
れ
る
よ
う
に
変
わ

っ
た
。
郡
名
兎
原
は
ウ
ハ
ラ
と
し
て
成
立
し
、
や
が
て
ウ
バ
ラ
に
転

じ
、
そ
れ
が
の
ち
に
ム
ハ
ラ
と
表
記
さ
れ
た
の
は
、
ま
さ
に
右
の
経

過
そ
の
も
の
で
あ
る
。

問
題
の
第
二
。
萬
葉
集
巻
第
九
、「
葦
屋
処
女
の
墓
」
に
因
む
田

辺
福
麻
呂
歌
集
所
出
の
歌
群
（1801
―1803

）、「
兎
原
処
女
の
墓
」
に

因
む
高
橋
連
蟲
麻
呂
歌
集
所
出
の
歌
群
（1809

―1811

）
の
表
記
と
読

み
で
あ
る
。
題
詞
に
は
右
の
よ
う
に
あ
り
、
歌
中
に
は
兎
名
日
処

女
・
兎
会
処
女
・
宇
奈
負
処
女
な
ど
と
書
か
れ
る
。
こ
の
処
女
を
め

ぐ
っ
て
争
う
男
の
一
方
も
、
宇
奈
比
壮
子
・
兎
原
壮
士
と
書
か
れ
る
。

仮
名
表
記
は
特
に
問
題
に
な
ら
な
い
が
、「
兎
原
」
が
な
ぜ
ウ
ナ
ヒ

の
訓
を
担
え
た
の
か
。

ウ

ナ

ビ

う
な
べ

ウ
ナ
ハ
ラ

地
名
辭
書
は
、
莵
名
負
と
あ
る
の
で
、
原
名
は
海
辺
で
海
原
と
も

称
し
、
転
じ
て
莵
原
に
な
っ
た
の
だ
と
し
た
。
地
理
志
料
も
似
た
解

ウ

ナ

ビ

釈
で
、
兔
原
の
古
訓
は
宇
奈
比
、
兔
之
原
で
海
辺
を
い
う
。
こ
の
国

の
味
原
郷
を
日
本
書
紀
に
味
経
と
も
書
く
の
は
、
ハ
ヒ
フ
ヘ
一
声
相

通
だ
か
ら
、
と
し
た
。
こ
れ
ら
に
比
べ
る
と
、
角
川
辞
典
二

は
至
っ

て
淡
泊
で
あ
る
。
兎
原
郡
の
条
で
こ
の
歌
群
に
言
及
し
な
が
ら
「
兎

原
処
女
」
で
通
し
、
読
み
か
た
に
は
一
字
も
費
や
さ
な
い
。

従
来
、
自
分
も
含
む
萬
葉
集
の
研
究
者
が
こ
の
件
に
余
り
関
心
を

寄
せ
な
か
っ
た
の
は
不
思
議
で
あ
る
。
以
下
は
推
定
の
域
を
出
な
い

う
は
ら

が
、
ウ
ナ
ヒ
は
こ
の
小
地
域
の
古
い
呼
び
名
、
兎
原
は
広
い
地
域
、

郡
を
覆
う
新
し
い
呼
び
名
で
は
な
い
か
。
伝
承
歌
ゆ
え
主
人
公
の
名

は
古
い
呼
称
ウ
ナ
ヒ
で
残
り
、
表
記
に
は
新
し
い
「
兎
原
」
が
用
い

ら
れ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

十
三

能
勢
郡
枳
根
郷

遺
称
地
が
能
勢
町
「
枳
根
」
に
あ
り
、
郷
名
表
記
も
諸
本
に
異
同

が
な
い
。
岐
祢
（
高
）、
木
子
（
大
・
元
）、
キ
子
（
名
）
と
訓
の
字

母
は
異
な
る
が
、
同
一
の
読
み
で
あ
る
。
だ
が
、
郷
名
の
「
枳
」
は

音
読
み
、「
根
」
は
訓
読
み
、
例
の
音
訓
交
用
表
記
で
あ
る
。
こ
れ

は
ど
う
考
え
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
か
。

古
代
の
用
例
は
多
く
な
い
。
池
邊
考
證
二

に
よ
る
と
、
延
喜
式
に

「
岐
尼
神
社
」、
応
徳
元
年
十
月
十
二
日
（1084

）
の
「
摂
津
国
採
銅

所
領
等
連
署
解
案
」（
壬
生
家
文
書
）
に
「
枳
根
山
口
」
が
あ
り
、
承

安
四
年
（1174

）
の
「
住
吉
社
造
営
日
吉
社
領
土
枳
禰
荘
課
所
」
に

荘
園
名
「
枳
禰
荘
」
が
初
出
す
る
。
中
世
に
は
、
元
正
元
年

（1259

）
七
月
廿
七
日
の
関
東
下
知
状
案
に
「
摂
津
国
枳
禰
荘
」、
永
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和
元
年
（1375

）
四
月
廿
八
日
の
京
極
高
秀
書
下
に
「
枳
禰
荘
棟

別
」
と
あ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
江
戸
時
代
以
降
、
枳
禰
・
枳
根

と
も
書
き
、
俗
に
枳
宮
村
と
呼
ば
れ
、
枳
禰
神
社
は
杵
宮
・
杵
大
明

神
と
も
書
か
れ
て
い
る
。
社
名
キ
ネ
に
こ
と
よ
せ
て
杵
の
出
現
に
縁

づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、「
枳
根
」
の
文
字
は
、
和
名
抄
と
壬
生
家
文
書

と
い
う
平
安
時
代
の
二
資
料
に
し
か
見
え
な
い
。
今
の
わ
た
し
に
は

こ
の
先
に
進
む
す
べ
が
な
い
。

お
わ
り
に

今
回
の
対
象
で
あ
る
和
泉
・
摂
津
の
両
国
の
地
名
の
う
ち
、
こ
こ

に
論
じ
た
の
は
十
三
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
、
雄
惟
・
高
上
・
枳
根

な
ど
、
す
っ
き
り
と
解
明
し
え
な
か
っ
た
郷
名
が
多
い
。
有
益
な
古

代
資
料
が
山
城
・
大
和
の
両
国
ほ
ど
に
は
多
く
な
い
こ
と
も
一
つ
の

要
因
で
あ
る
が
、
和
名
抄
の
表
記
を
見
た
だ
け
で
困
難
さ
の
予
測
で

き
る
地
名
も
多
か
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
現
実
に
な
っ
た
。
未
解

決
の
ま
ま
に
放
り
だ
し
た
郷
名
の
多
い
こ
と
は
無
念
の
極
み
で
あ
る

が
、
長
く
逡
巡
し
て
い
る
わ
け
に
も
ゆ
か
な
い
。
畿
内
の
五
国
を
ひ

と
と
お
り
検
討
し
お
え
た
こ
と
を
よ
し
と
し
て
、
思
索
の
方
向
を
転

換
さ
せ
よ
う
。

﹇
文
献
﹈

工
藤
力
男1975

「
古
代
形
容
詞
の
形
成
に
関
す
る
ひ
と
つ
の
問
題
―
―

ス
ミ
ノ
エ
と
ス
ミ
ヨ
シ
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」（『
萬

葉
』
九
十
号
）
萬
葉
学
会

同

2005a

「
濃
飛
和
名
抄
地
名
新
考
」（『
岐
阜
史
学
』
百
一
号
）

岐
阜
史
学
会

同

2005b

「
和
名
抄
地
名
新
考
（
四
）」（『
成
城
文
藝
』
百
九
十

号
）

同

2007a

「
和
名
抄
地
名
新
考
（
五
）」（『
成
城
國
文
學
論
集
』

第
三
十
一
輯
）

同

2007b

「
日
本
語
資
料
と
し
て
の
古
代
地
名
―
―
地
域
と
時
代

と
―
―
」（『
國
學
院
雜
誌
』
第
百
八
巻
十
一
号
）

田
中
文
英1995

「
摂
津
国
」（『
講
座
日
本
荘
園
史
』
７
）
吉
川
弘
文
館

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所1956

『
西
大
寺
叡
尊
伝
記
集
成
』大
谷
出
版
社

馬
淵
和
夫1967

日
本
文
法
新
書
『
上
代
の
こ
と
ば
』
至
文
堂

宮
崎
康
雄1988

「
一
九
八
七
年
出
土
の
木
簡

大
阪
・
梶
原
南
遺
跡
」

（『
木
簡
研
究
』
十
号
）
木
簡
学
会

山
本
信
哉1931

「
高
山
寺
本
和
名
類
聚
抄
に
就
い
て
」（『
史
學
雜
誌
』

第
四
十
二
巻
二
号
）
史
學
會
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